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主体的に学び続ける学習環境の在り 方
一 授業 と 教員研修の共通性 一
学校力開発コ ース (1 1 2209 14) 加 藤 淳 平
これま で， 授業での 「子 ど も の学びJ と ， 教員研修 と しての 「大人の学びJ は別々 に論
じ られてき た。 しか し， 生涯にわたっ て主体的に学び続ける人材を育成する と い う 点で考
え る と 共通性が見えて く る。 本研究では， 対話 (dialogue) と 内省 (reflection) に注 目
し， 授業観察 と 授業研究会観察の分析や， 教員が求めている他者支援 と 現状についての調
査結果の分析か ら， 教師の成長を支える学習環境の在 り 方について考察する。
[キー ワ ー ド] 対話， 内省， 共感的な態度， 他者支援， 学習環境デザイ ン
1 問題の所在 と 目 的 ・ 方法
(1) 問題の所在及び研究の背景
授業に言葉を使った他 と の関わ り 合いを取 り 入
れる こ と に よ っ て， 生徒の学びを深化 さ せる こ と
ができ る。 学習指導要領でも言語活動の重要性が
述べ られ， 多 く の実践や成果を見 る よ う に な っ た。
一方， 教員の学びは ど う 泊、 教員は言語活動を効
果的に使っ ている だろ う か。
ま た， 校内研究に 目 を向 け る と ， 仮説を立てて
演鐸的に行われている場合が多いが， 実際に仮説
が う ま く し 1かない こ と は少ない。 こ の よ う な校内
研究は， 教員個々 の力量の向上につなが っ てい る
のだろ う か。 筆者も 2 つの中学校で研究主任を務
めた経験か ら， 同僚の協力の も と ， 組織の緊密性
を生む校内研究 と して は一定の成果を見て き た。
し か し ， 校 内研究 が教員個 々 の 自 律 した成長に
結び、ついた研修にな っ てい る か と い う 疑 問 が残
っ て い た 。
今年度， 教職専門実習のチーム リ ーダー と して，
*，ru哉にお け る他者支援の重要性を実感する と と も
に， 自 ら対話に よ る 内省の効果を経験 した。 そ こ
で， 生徒の授業 と 同様に校内研修に も言語活動 ・
対話を意識的に取 り 入れ， 内省を促すこ と が教員
の成長につなが る と 考え， 本名琶を設定 した。
(2) 研究の 目 的
授業での 「子 ど も の学びJ と ， 教員研修 と して
の 「大人の学び」 について， 生涯にわたっ て主体
的に学び続け る人材を育成す る と し 、 う 共通の観点
で， 言語活動 ・ 対話に よ っ て促 さ れる 内省 ・ 省察




① 授業を観察 し， どの よ う な対話が効果的に生
徒の成長感や学ぶ意欲に結びついて い く の か
を分析する。
② ア ンケー ト 調査か ら， 教員が求める他者支援
と 現状を理解する。 ま た， 初任者教員を対象に
した聞き 取 り 調査か ら， 若手教員が求め る 支援
と 実際の初任者研修の内容を比較する。
③ 事後研究会を教員研修における学習環境 と 捉
えて， 運営方法を分類 し 学習効果を考察する。
※ ①~③か ら ， 総合的に教員研修の現状 と 課題
について分析する。 ま た， 筆者が参加 した新 し
い学習環境デザイ ン について の研修会 も 参考
に し， 新たな教員研修の可能性を提案する。
2 先行研究の検討
(1) 職場におけ る他者支援， 対話 と 内省
中原 (2009) は， 企業の若手 ・ 中堅社員を対象
に 「他者 と の関わ り と 個人の成長J をテーマに調
査を行っ た。 「同 じ職場」 を大切な関わ り 先に選ん
だ人が 目 立っ て多 く ， I他の職場」 や 「社外」 の回
答は少なかっ た。 職場の同僚 と の関わ り か ら得て
いる も の と して 「業務支援 (業務に必要な知識や
ス キルを提供 して も ら っ た り ， 業務を ス ムーズに
進め ら れる よ う 取 り 計 ら っ て も ら っ た り す る こ
と ) J ・ 「内省支援 ( 自 分 自 身を振 り 返る き っかけを
与えて も ら う こ と ) J ・ 「精神的支援 (息抜きや心の
安 ら ぎを与えて も ら う こ と ) J の 3 つの支援因子 を
見た と き に， 他者か らの 「内省支援」 を受けてい
ればい る ほ ど成長感が高 く な る傾向があった。
ま た， 職場のメ ンバー内で対話が行われる こ と
が， 3 つの支援のいずれにも結びついていた。 中
原は対話を， ①共有可能なゆるやかなテーマ の も
と で， ②聴き手 と 話し手で担われる ， Q滑り造的な
コ ミ ュ ニケシ ョ ン行為， と 定義 している。 内省が
生 じやすいのは， 第一に 「語るべき他者J や 「応
答 して く れる他者」 がいる と き。 第二に内省が 「外
化」 に よ っ て他者 と 対話で、共有される と き である。
対話の重要性は理解 さ れている も のの， 実際は
職場内 コ ミ ュ ニテ ィ ーの弱体化が進んでき ている。
酒井 (2011) は， 職場 コ ミ ュ ニテ ィ ー再構築のた
めの一つの示唆 と して 「縁の強 さ J を挙げ， それ
は 「共通する語葉数J (話が通 じ る こ と ) ・ 「合意数」
(話が合 う こ と ) ・ 「共有体験フ ァ ク タJ (体験の非
日 常性 × 体験の意外性× 共有達胸惑) の 3 つのパ
ラ メ ータ に よ っ て定義で、き る と している。
(2) 省察に よ る学び， 省察でき る 学習環境
Korthagen (2010) は， 教師の発達 と い う も の
を， 実践的な授業やその他の教育的な学習場面を
経験 し， よ り 経験のあ る 同僚に よ る 指導の下でそ
れ ら を省察 し， 個人的な省察 と 教師教育者 (大学
教授な め か ら教わ る 理論的な考え方 と 相互作用
さ せる こ と を通 じて， 授業についての考え方を発
展 させ続け る プロ セ ス と して と ら えている。 教師
が省察を通 して 自 分た ち の経験か ら学ぶス キルを
獲得 したな ら， 彼 ら は成長 し続け る力 を も つ こ と
に な る ， と 述べてい る。
ま た， 教育実習生が経験か ら学ぶための前提条
件 と して， 安心感を得てい る こ と を挙げている。
そのため， 教師教育者の共感は安心でき る環境を
作 り 出 し こ の こ と に よ り 実習生は 自 身が働 く の
にポジテ ィ ブな根拠が あ る と 感 じ られる よ う にな
り ， 安定 と 挑戦のバ ラ ンス を保ちなが ら， 専門性
の発達を進め られる よ う に な る。
教師が教え る 生徒 も ま た， 生涯にわたっ て学ひ、
続 け る こ と ができ る よ う に教育される必要が あ る
と している。 生徒に と っ て も省察のス キノレを発達
さ せる こ と は等 し く 重要な こ と であ る 。 教師が 自
分たちの経験を省察す る と き に直面する悩みを含
めたプロセス を見つめ る こ と は， 生徒が学校で同
様のプロ セ ス をた ど、 る の を助 け る ための重要な準
備 と なる。
3 実践と 分析結果
(1) 授業の 中で観察 さ れた対話の効果
教職専門実習において， 生徒が他者 と の対話を
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通 して学ぶ意欲が高ま る場面に注 目 して授業観察
を行っ た。 その例 と して体育での一場面を挙げる。
その 日 はダンス の 中 開発表で， 班 ご と に発表側 と
鑑賞側が相互に コ メ ン ト し合 う 活動であ っ た。 生
徒は発表のよ い点を見つけ る のが上手 く 3 具体的
な改善点を指摘す る の は苦手で、あっ たが， 教師の
適切な発聞に よ り コ メ ン ト には両方が引 き 出 さ れ
ていた。 コ メ ン ト は， 批判的な コ メ ン ト で、あっ て
も 「肯定的な話 し方」 で行われた と き に， 発表fJllJ
は さ ら に工夫， 成長 し よ う と 次の課題に向か う 傾
向 が あ っ た。 こ の こ と か ら， 生徒には 自 分の努力
を共感的に見て も ら いたい と し 寸 欲求があ り ， 生
徒が主体的に学ぶ よ う に な る には， そ こ か ら 生 じ
る 自 尊感情が影響する こ と がわかる。
(2) 教員ア ンケ} ト の分析結果 (表 1 )
教員が同僚 と の関わ り に求めて い る も の と ， そ
こ か ら得ている も のについて， 中原が行っ た企業
対象の調査を参考に してア ンケー ト を と っ た。
調査 1 の任渇⑫が多い こ と か ら， 教員は専門職
であ る が， I 自 分は客観的に見て ど う なのだろ う 」
と い う 不安を も っ ている。 ま た 「 自 分は ま だ学ぶ
必要が あ る 」 と い う 自 覚や 「 自 分にはない新たな
ス キノレや視点を得たいj と い う 向上心を併せ持っ
ている と いえる。 こ の こ と か ら ， 他者から の視点
に 自 分の成長の可能性を期待 している と も いえる。
ま た， ②⑫が多い こ と か ら ， 他者 と の関わ り の必
要性を実感 している と いえる。 反面， ⑮⑮は少な
い こ と か ら， 競争心を も っ て働き た く はな く ， ま
た， 仕事 と プラ イ ベー ト を切 り 離 している こ と が
読み取れる。
調査 2 を因子別にみる と ， 業務支援が高 く ， 精
神的支援が低い。 企業 と の比較でみる と ， 業務支
援を得ている と し づ 実感は， 各項 目 と も総 じて高
いが， 内省支援の多 く は低い。 比較 して最も差が
大き いのは⑥で， 専門職であ る か ら こ その鞘敷が
表れている。
(3) 初任者教員への聞 き 取 り 調あ結果
2 校 3 名 の初任者にイ ンタ ビューを行い， 初任
者研修の実態 と 満足感を調査 した。 3 人は別々 に
イ ンタ ビ、 ューを千子っ た 。
ま ず， 初任者研修は必要だ と 感 じていた。 その
理由 の上位に， 同 じ初任者同士で相談や情報交換
ができ る こ と を挙げている。 研修内容で特に有効
だ と 感 じている も のは授業研究会であ る。 初任者
同士で授業研究会を行 う こ と で互いに学んで、い る
表 1 . 職場の他者支援調査
調
他者ー と の 関 わ り か ら 受 け る 文』還の項 目
τー
① 自 分 に はない専門的知織 ・ ス キノレを鐙供 し て く れ る
業 CIJ仕事の相談 に の っ て く れる
務 。{l:事に必援な1育織をffi';供 し て く れ る
J主 @仕事 上必皇警なf也郎内 と の爾絵を し て く れる
t霊 @ 自 分の 日 様、 手本 と な っ て い る
@ 自 律(t-J に 働 け る よ う 、 ま かせ て く れ る
⑦仕事のやる 気 を 両 め て く れ る
内 @ 自 分 について客観的な意見を子寄っ、て く れ る
省 。 自 分 自 身 を 繰 り 返 る 機会 を 与え て く れ る
.:!<: ⑬競争心 を 高 め て く れ る
主謹 ⑪ 自 分の良い点を{申 ば し て く れる
⑫ 自 分 l こ な い新た な視点、を 与 え て く れ る
締 ⑬精神的な安 ら ぎ を 与 え て く れ る
神 ⑬仕事の怠飽 き に な る
的 ⑬心の支 え に な っ て く れ る
支 ゆプ7 イ ペー ト な相談にのっ て く れ る
主翠 ⑪議 し く (1:事がーで き る 雰囲気を与え て く れる
と い う 実感を得ている。 しか し， 同 じ教科の初任
者の授業研究会を見る機会がないのが悩みである。
ま た， I他にあっ た ら よ い と 思 う 研修J と して，
校内の指導教員から受ける謝受法の指導には満足
してい る が， 他校の よ り 多 く の教員の授業を見る
機会を望んでい る こ と がわかっ た。 その理由 と し
て， 自 分の指導力 にま だ 自 信がない こ と ， 他を見
る こ と で 自 分の力量を怖轍 したい と い う こ と を挙
げている。 しか し初任者は出張が多いため， 現実
的には定め られた研修以外の外部研修に参加する
こ と は難 しい と し 、 う 課題がある。
(心 事後研究会の運営 と 学習環境 と しての特徴
授業研究会 は学校 内 に お け る 代表的な研修で
あ り ， 事後研究会は教員の対話に よ っ て学ひ下生
じ る 場である。 事後研究会の司会者 (運営側) と
参加者の関係は， 授業の教師 と 生徒の関係に似て
いる。 そ こ で， 教員の成長 を支 え る 学習環境 と し
ての事後研究会運営に注 目 した。 今年度参加 した
中学校 6 校 8 回の事後研究会を， 規模射軍営方法
で分類 し， それぞれの特徴を整理 した。
① 学年担任で行い， 生徒の姿で語る分科会
教科の垣根を越えて， l'教師の指導が どうであっ たかJ
ではなく 「生徒の学びが どうであったかJ と いう視点で
話 し合う。 座席表をも と に 生徒の学びを見 と り ， 見 と っ
た こ と をも と に生徒の名前を具体的に あげながら語 り
合うので論点は拡散 しない。 互いの授業力向上がねらい
で， 参加者の見 と る 力 を磨く こ と ができ る。 教科の教材
論が話 し合われる時間は少ない。
音調傘 1 言寄盗 2 i 語調査 1 1
中学校 中学校 企業 同 僚 と の関わ り か ら 得 る も のの 中 で、
自 分 に と っ て特lこ重望書だ ( し て ほ し し 、)


















4. 10 3. 78 
4. 08 3. 78 
4. 18 1. 00 
3. 53 3. 29 
3. 76 3. 39 
3. 90 3. 39 
3. 4 1  3. 53 
3. 27 3. 61 
3. 47 3. 55 
2. 75 3. 15 
3. 27 3目 27
4. 02 3. 92 
3. 1 4  3. 10 
3. 31  3. 23 
3. 13 3. 16 
2. 78 2. 96 
3. 71 3. 68 
去の数値はその累計 m
【 言調盗 2 1
験場の f 同 僚 {先輩 ・ 後輩I"'IM!わ ら ず
職場におけ る 全ーての階建員 を対象〉 と の
関 わ り 合いj に つ い て 、 各項 目 それぞ
れ で当 て は ま る 現状 ( 5 � 1 ) を選択。
去の数伎はその半均催。
5 よ く あ て l土 ま る
4 あ て は ま る
3 ど ち ら と も い え な い
2 あ て は ま ら な い
1 ま っ た く あてはま ら な い
※企業は}1�い業種 ・ 機種か ら 2304 'Ì< を
対象 ( 中!術事，2010，p.白1) 匂
中学校は 2 校 51 名 の教員対象。
② 教科ごと の分科会
参加者 ・外部講師 ともに教科の専門性が高くな り ， 教
材論に関する話 し合いが多くなる。 一般的に教科の特性
が強く出る ので論 点は拡散 しない。
@ ワーク シ ョ ッ ブロを取 り 入れた事後研究会
a) 参観者は気付いた点 を付筆紙に記入 し， 大判用紙な
どに貼る。 司会者は !寸 法な どを使 っ て論点 を整理 し，
授業者に質問 した り 参観者に意見 を求めた り して進
行する。
b) 予め参加者の席が指定され， 席が近いペアや 4人組
で話 し合う。 参加者全員に話す機会を保障 している。
互いに傾聴の姿勢がない と ， 感国を述べ合う こ と に と
どま る。
(目 新 しい学習環境デザイ ン
ワ ー ク シ ョ ッ プ。 「吉野経験の リ ミ ッ ク スJ 1 ) に
参加 した。 会の大ま かな内容は以下の通 り である。
① 事前の案内は 「今回はア ンカ ン フ ァ レンス と いうシ
ナ リ オのないカ ン フ ア レンスに挑戦 し よう と 思 っ て
います。 参加 される皆 さ ま の経験のリ ミ ッ ク スに よ っ
てその 13 ， その場で何が起こ る のか予測不可能です。
主催者と 参加者， 教える 人 と 教えられる人 と いうよう
な境 目 を全く取 り 除いたア ンカ ン フ ア レ ンスです。 」
と だけ伝えられた。 全国から約120 人が参加 した。
② 1 日 目 の最初に， 主催者側jから フ レーム ワーク の提
示がな さ れた。
会の趣旨は， 参加者個人が自分自身の 「経験」 を振
り 返 り l'今J ， l'これから」 を， 他者 と 「対話」 しな
がら 「表現j し， 愉 しみながら学ぶこ と 。
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主催者側は会のカ リ キ ュ ラ ム を準備 していないの
で， 参加者 と こ れから一緒に企画 し実施する。
主催者側は， テーマ (趣旨) ， タ イ ムテーブノレ， 道
具 場所を提供する。
@ 参加者は 15 の グループに分かれ， 翌 日 に運営する
活動を， ワーノレ ドカ フ ェ形式で企画検討した。
④ 2 日 目 ， 開会式の後にグノレーブ9ご と に活動を閉ま台。
内容は， r必ず誰かを誘っ て 2 人以上で来ない と 飲み
物がも ら えないパーJ ， r レ ゴの色に過去 ・ 現在 ・ 未来
の意味を もたせ， 個 々 が持ち歩いて対話し， ジャ ンケ
ンで勝っ た人がブロ ッ ク を増や してい く J ， r客が， 次
に来た客を対話 しなが ら も てなすカ フ ェ J ， rまだお茶
を飲んでいない人に声をかけ， 参加者 100 人の内省を
つなげるお茶会」 な どである。 参加者はそれぞれ 自 分
のグソレープの企画を 「主{崖J しなが ら， 交替で他のグ
ループの企画に 「参加j し， 対話を 命 しんだ。
⑤ 「閉会両軍営グノレーブロ」 に よ る 閉会式
こ の会の フ ェ イ ス ブ ッ ク を見 る と ， 参加者か ら
は対話に よ る 内省の他に， 参加者 と 主催者の境 目
を な く す 「ア ンカ ンフ ァ レンス」 と い う 会の運営
そ の も の に学びがあっ た と い う 声が多い。 こ の後
様々 な研修の場でこ の手法が応用 され始めている。
4 考察 と ま と め
(1) 主体的に学ぶ意欲 と 成長感
生徒に と っ て も教員 に と っ て も ， 共感的な 見
方 ・ 聞 き 方に よ る肯定的な話 し方は 自 尊感情を高
め， 成長感につながる 内省を促 しやすい。 そ こ で，
例えば授業研究会での話 し合いには， 授業者の努
力 に対 して共感的な態度で臨む と い う ルールを作
る こ と で， 相互に学ぶ楽 し さ を生み， 主体的に学
び続け よ う と する意欲に もつなが る と 考える。
教員 は経験年数 に 関係 な く 自 分の力量に対す
る 不安 ι 成長の欲求が あ る。 そのための支援 と
して， 自 分 と 異な る 視点 を もっ他者 と の関わ り を
求め期待 してい る。 そ こ で， 現状では業務支援に
比べて少ない内省支援 ・ 精神的支援を教員研修の
対話に意図 して組み込んで、い く こ と で， 不安が解
消 さ れ成長の欲求が満た される と 考え る。
ま た， 受動的な業務支援を受ける機会の多い教
員が， Iた く さ ん授業を見たい」 と 言っている と き
は， 初任者の話にあっ た よ う に， 自 ら の 目 で授業
を見て 自 ら考え る こ と を求めている のではなし 、か
と 推測 さ れる。 こ の よ う な能動的な学びを求 め る
声に気付き ， 機会を作る こ と も必要である。
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(2) 事後研究会 ・ 校内研修会の運営
教科部会や学年部会の よ う に， 共通語葉を も っ
た参加者が同 じ授業を参観する と 論点は拡散せず
に対話が活性化する。 しかし， 公開研究会の よ う
に校外か ら の参加者が多い場合は論点が拡散 しや
すい。 校内研修において も教員の学びの要求が多
様な場合には同様で， 結果 と して個々 の成長感も
得 られな く なっ て しま う 。 こ の よ う な場合には，
「ア ンカ ンフ ァ レ ンス」 の よ う に参加者一人一人
を研修の主体者にする学習環境デザイ ン も ， 一つ
の手法 と して効果が期待でき る。
こ こ で注意 しなければな ら ないのは， 研修会は
ワーク シ ョ ッ フ。の形式あ り き ではな く ， 参加者の
学びが 目 的 と されるべき 点である。 そのために教
員全員で研修会の運営を評価 し， どんな こ と が成
長感につなが っ ている かを確認 し合っ てい く こ と
が有効である。 ま た， ワ ー ク シ ョ ッ プの フ レーム
ワ ー ク 提示や全体協議での フ ァ シ リ テー ト と いっ
た司会者の裁量が重要である。 そ こ には授業にお
ける授業者 と 同様に， I予定調和を考えた周到な準
備j と ， 参加者の対応に合わせた 「即興性J の両
立が必要である。
5 到達点 と 課題
教員が学ぶために求めてい る 要素 と ， 学習環境
をデザイ ンする上での留意点が明 ら かに な っ た。
今後は， 校内研修を教員個々 の成長の場 と してデ
ザイ ン し， その有効性を確かめる と と も に， 効果
を 日 常の職場内 に広げてい く こ と が課題であ る 。
注
1) 上田信行・ 中原淳が主催 した実験的なイ ベン ト。
201 1 年 12 月 9 日 ・ 10 日 に開催 さ れ 「ア ンカ ン
フ ァ レンスj と い う 研修のデザイ ンを提案 した。
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